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東 海 村 は 、 ９ 月

3 0日 開 会 の 村 議 会 定 例 会 に 一 般

会 計 補 正 予 算 案 （ 第 ４ 号 ） を 提 出 す る 。 主 な 内 容と し て 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 に 係 る 経費 の ほ か 、 小 ・ 中 学 校 の 防 火 設 備 修 繕 費 用 な ど も計 上 し た 。 一 般 会 計 は ６ 億 ６ ５ ３ ７ 万 ５ ０ ０ ０ 円を 追 加 し 、 総 額 を １ ９ ８ 億 ２ ０ ９ ５ 万 ４ ０ ０ ０ 円と す る 。 定 例 会 は

1 0月

2 2日 ま で 。

　
教 育 費 で は 、 小 学 校 施 設

整 備 事 業 に ４ ９ ４ 万 ６ ０ ００ 円 、 中 学 校 施 設 整 備 事 業に は ４ ８ ８ 万 円 を 措 置 。 消　
㈱ 帝 国 デ ー タ バ ン ク は 、

今 年 ７ 月 に お け る 人 手 不 足に 対 す る 県 内 企 業 の 動 向 調

防 ・ 防 火 設 備 点 検 に お い て修 繕 が 必 要 と 判 断 さ れ た こと か ら 増 額 補 正 し た 。　
白 方 ・ 照 沼 ・ 中 丸 ・ 石 神

査 を 実 施 し た 。 そ れ に よ ると 、 正 社 員 が 不 足 し て い る企 業 は

4 5・ ７ ％ で 、 前 年 同

月 比 ７ ・ ８ ポ イ ン ト の 増 。業 界 別 で は 「 運 輸 ・ 倉 庫 」が

6 4・  ７ ％ と 最 も 高 く 、  「 建

設 」 は

6 2・ ５ ％ だ っ た 。

　
調 査 期 間 は ７ 月

1 5日 ～

3 1

日 。 対 象 は 県 内 企 業 ３ ７ ６社 で 有 効 回 答 企 業 数 は １ ７７ 社 。　
正 社 員 が 不 足 し て い る 企

業 の 割 合 は 、 こ こ

1 0年 で は

２ ０ １ ８ 年 の

5 8・ ７ ％ が 最

も 高 く 、 昨 年 は

3 7・ ９ ％ ま

で 低 下 し た が 、 今 回 調 査 では 前 年 同 月 比 で 増 加 に 転 じた 。　
業 界 別 で 見 る と 、  「 製 造 」

は

4 2・ １ ％ と な り 前 年 同 月

か ら

2 4・  ２ ポ イ ン ト 増 。  「 小

売 」 も

3 3・ ３ ％ と 同

1 6・ ６

　
そ の ほ か 、 東 海 中 央 土 地

区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 では 、 軟 弱 地 盤 対 策 の 検 討 およ び 造 成 設 計 委 託 、 工 事 に向 け て ８ ０ ６ ８ 万 ９ ０ ０ ０円 を 盛 り 込 ん だ 。２ ｍ 、 支 間

2 9・ ６ ２ ｍ 。 総

幅 員 は ５ ・ ２ ｍ 。　
形 式 は 上 部 工 が 鋼 ・ コ ン

ク リ ー ト 合 成 床 版 橋 。 下 部工 が 逆 Ｔ 式 橋 台 。 基 礎 工 が場 所 打 ち 杭 φ １ ０ ０ ０ 。　
な お 、 同 橋 の 旧 橋 撤 去 工

事 は 松 崎 建 設 ㈱ （ 潮 来 市 ）が 施 工 を 担 当 。

2 0年

1 1月 に

４ ２ ４ ０ 万 円 （ 税 抜 き ） で落 札 し て い る 。設 計 業 務 （ 道 路 詳 細 設 計 Ｌ０ ・ １ ６ ㎞ ）  。

　

　
八 千 代 町 は 、 菅 谷 地 内 の

吉 田 用 水 路 沿 い に 防 護 柵 を設 置 す る 。 早 け れ ば

1 1月 、

遅 く と も

1 2月 に は 工 事 を 発

注 す る 予 定 で 、 設 計 は 町 が担 当 し て 進 め て い く 。 ９ 月補 正 予 算 で は 、 工 事 費 ４ ２０ 万 円 を 計 上 し て い る 。　
施 工 延 長 は 約 １ ２ ０ ｍ 。

来 年 度 に は 、 追 加 で 約 １ ６０ ｍ ほ ど の 新 設 工 事 を 予 定◇ 受 診 前 に 必 ず 電 話 相 談し 、 通 院 時 間 を 決 定 す る◇ 通 院 時 間 を 厳 守 し 、 マス ク を 着 用 す る

－ な ど の

注 意 が 必 要 だ 。　
な お 、 県 で は 公 表 の

了 承 を 得 ら れ た 診 療 ・検 査 医 療 機 関 を ホ ーム ペ ー ジ （
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で 公 開 し て い る 。　
ま た 、 県 で は ワ ク チ ン

接 種 に 関 す る 情 報 な ど もホ ー ム ペ ー ジ で 掲 載 し てい る 。

タ ー （ 石 神 内 宿 １ ６ ０ ９ ）の 駐 車 場 用 地 に つ い て 、 すで に 取 得 し た 用 地 に 係 る 敷地 借 上 料 を 減 額 す る と と もに 、 新 た に 追 加 の 用 地 を 取得 す る た め 、 用 地 購 入 費 を

　
つ く ば 市 は ２ ０ ２ ０ ～

2 2

年 度 の 一 般 （ 指 名 ） 競 争 入札 参 加 資 格 審 査 の 追 加 受 付を

1 0月 １ 日 か ら ７ 日 ま で 実

施 す る 。 申 請 は 業 者 登 録 シス テ ム を 利 用 し た 申 請 （ 電子 申 請 ） で 受 け 付 け る 。

　
県 潮 来 土 木 事 務 所 は 真 菰

橋 の 架 け 替 え 工 事 を 進 め てい る 。 本 年 度 は 下 部 工 （ Ａ２ 橋 台 ） を ㈱ 二 輝 建 設 （ 潮来 市 ） が ３ ３ １ ０ 万 円 （ 税抜 き ） で 落 札 。 来 年 度 に Ａ１ 橋 台 の 整 備 を 行 い 、 ２ ０２ ３ 年 度 に 上 部 工 を 行 う 予　
ま た 、 人 手 不 足 の 解 消 に

は 、  「 職 場 環 境 の 改 善 や 魅力 的 な 職 場 づ く り に よ る 採用 機 会 の 拡 大 、 離 職 の 防 止は も と よ り 、 Ｉ Ｔ を 活 用 した 業 務 の 効 率 化 、 職 業 能 力の 再 開 発 ・ 再 教 育 な ど へ の取 り 組 み が 必 要 で あ ろ う 」と し て い る 。　
守 谷 市 は 市 道 ３ ３ ０ ４ 号

線 で 道 路 の 拡 幅 工 事 を 計 画し て い る 。 本 年 度 に 測 量 設す れ ば よ い の だ ろ う か 。  秋 、冬 を 迎 え リ バ ウ ン ド に よ る第 ６ 波 に 備 え 、 感 染 の 抑 制に 努 め た い 。　
県 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 と 季 節 性 イ ン フ ル エン ザ の 同 時 流 行 に 備 え 、 発熱 患 者 に 対 応 可 能 な 診 療 ・検 査 医 療 機 関 を 指 定 。 発 熱な ど の 症 状 が あ る 場 合 、 まず 、 か か り つ け 医 な ど 身 近な 医 療 機 関 に 電 話 連 絡 を した 上 で 受 診 す る よ う 呼 び 掛け て い る 。

小 学 校 は 給 水 設 備 、 白 方 ・石 神 ・ 舟 石 川 ・ 村 松 小 学 校と 東 海 ・ 東 海 南 中 学 校 は 防火 設 備 を 対 象 に 修 繕 す る 。　
ま た 、 文 化 セ ン タ ー 施 設

管 理 事 業 に は ２ ０ ８ 万 ３ ００ ０ 円 を 充 当 。 老 朽 化 し てい る 受 変 電 設 備 一 式 の 改 修工 事 を 行 う こ と と し た 。　
さ ら に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ セ

ン タ ー 維 持 管 理 事 業 と し て３ ４ ７ 万 １ ０ ０ ０ 円 を 計上 。 石 神 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ンポ イ ン ト 増 と な っ た 。　 「 建 設 」 は 前 年 か ら

1 3・

４ ポ イ ン ト の 減 と な っ たが 、 依 然 と し て 高 い 状 態 が続 き 、  「 少 子 高 齢 化 の 影 響に 加 え 、 若 年 層 の 就 業 率 も低 く 、 人 手 不 足 感 は コ ロ ナ前 か ら 高 止 ま り の 状 態 に ある 」 と 分 析 し て い る 。　
非 正 社 員 に つ い て は 、 不

足 し て い る と 回 答 し た 企 業は 県 内 全 体 で 前 年 同 月 比７  ・  ５ ポ イ ン ト 増 の

3 0・  ７ ％

だ っ た 。  最 も 高 い の は  「 サ ービ ス 」 で

5 2・ ９ ％ 。  「 建 設 」

は 前 年 よ り

2 1・ ７ ポ イ ン ト

減 の

2 2・ ７ ％ 。

　
同 社 は 「 依 然 と し て 新 型

コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 収 束 が 見通 せ な い 状 態 に あ り 、 経 済活 動 の 正 常 化 に は ま だ 相 応の 時 間 が 必 要 と み ら れ る 。し か し 、 収 束 後 は 経 済 の 回復 と 少 子 高 齢 化 に よ る 生 産年 齢 人 口 の 減 少 が 相 ま って 、 深 刻 な 人 手 不 足 に 陥 る可 能 性 が 高 い 」 と ま と め てい る 。　
本 県 を 含 む 全 国

1 9都 道 府

県 で 発 令 さ れ て い た 緊 急 事態 宣 言 が 、 こ の ほ ど 解 除 され た 。 よ う や く か つ て の 日常 に 一 歩 近 づ い た が 、 新 型コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 脅威 は ま だ ま だ 完 全 に は 消 え去 っ て い な い 。  も し 万 が 一 、発 熱 な ど の 症 状 が 出 て しま っ た と し た ら 、 一 体 ど う

　
か す み が う ら 市 は 本 年

度 、 市 内

5 0橋 の 定 期 点 検 を

行 う 。 橋 梁 点 検 車 や 高 所 作業 車 、 梯 子 等 を 用 い た 近 接目 視 で 実 施 。 業 務 は 国 際 航業 ㈱ へ 委 託 し た 。　
こ の 業 務 は 、 今 後 老 朽 化

す る 道 路 橋 の 増 大 に 対 応し 、 市 道 路 網 の 安 全 性 ・ 信頼 性 の 確 保 と 橋 梁 の 長 寿 命化 を 推 進 す る た め に 行 う 。健 全 度 を 把 握 し て 基 礎 デ ータ を 収 集 し 、 維 持 管 理 計 画策 定 の た め の 資 料 と す る 。要 。

　

　
入 札 参 加 有 資 格 者 名 簿 の

登 載 期 間 は 、 申 請 日 の 翌 々月 の １ 日 か ら

2 3年 ５ 月

3 1日

ま で 。　
審 査 結 果 が 出 る ま で に

は 、 申 請 か ら １ カ 月 程 度 を要 す る 場 合 が あ る 。　
問 い 合 わ せ は 契 約 検 査 課

（ Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９

－

８ ８ ３

－

１ １ １ １ ） ま で 。し て い る 。　
場 所 は 町 役 場 や 中 央 公 民

館 な ど の 西 側 。 地 域 の 安 全性 向 上 の た め 、 柵 の 設 置 を進 め て い く 。

増 額 し た 。　
対 象 の 面 積 は ２ １ ６ ㎡ 。

本 年 度 ㈱ 河 野 工 務 店 が 駐 車場 整 備 工 事 に 着 手 し て い るが 、 今 回 の 取 得 分 は 施 工 範囲 に 含 ま れ て い な い 。

　
登 録 業 種 は 「 建 設 工 事 」

「 測 量 ・ 建 設 コ ン サ ル タ ント 」  「 物 品 納 入  ・  役 務 の 提 供  ・印 刷 請 負 等 」 の ３ 種 類 に 区分 さ れ て い る 。 複 数 業 種 の登 録 を 希 望 す る 場 合 は 、 それ ぞ れ の 業 種 へ の 申 請 が 必

定 だ 。　
こ の 事 業 は 、 一 級 河 川 前

川 の 整 備 に 伴 い 架 け 替 え を行 う も の 。 工 事 場 所 は 潮 来市 前 川 地 内 。 橋 梁 の 概 要 は橋 長

3 0・ ４ ｍ 、 桁 長

3 0・ ３

計 業 務 を ㈱ ア ー バ ン シ ス テム コ ン サ ル タ ン ト  （ 筑 西 市 ）に 委 託 。 順 調 な ら 来 年 度 に用 地 買 収 を 行 い 、 ２ ０ ２ ３年 度 か ら 工 事 の 開 始 を 予 定す る 。　
同 路 線 は 松 並 地 内 に 位 置

す る 道 路 で 、 整 備 延 長 は １６ ０ ｍ 。  現 道 の 幅 員 は 約 ２  ・７ ｍ 。 排 水 対 策 や 安 全 確 保な ど の た め 、  両 側 に 側 溝  （ 管渠 型 側 溝 ） を 設 置 し て 幅 員を ４ ｍ 程 度 に 拡 幅 す る 。　
な お 、 測 量 設 計 業 務 の 落

札 価 格 は ７ １ ０ 万 円 （ 税 抜き ）  。 業 務 内 容 は 測 量 業 務（ 用 地 測 量 Ａ ０ ・ ６ ７

 

h a、

路 線 測 量 Ｌ ０ ・ １ ６ ㎞ ）  、　
か か り つ け 医 が な い 場 合

は 、 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 受 診 ・ 相 談 セ ン タ ー（ 電 話 ０ ２ ９

－

３ ０ １

－

３

２ ０ ０ ） が 窓 口 と な る 。 同セ ン タ ー は 午 前 ８ 時

3 0分 ～

午 後

1 0時 （ 土 日 ・ 祝 祭 日 ・

年 末 年 始 を 含 む ） ま で 対 応し て お り 、 電 話 を す れ ば 近隣 の 診 療 ・ 検 査 医 療 機 関 を案 内 し て く れ る 。 新 型 コ ロナ に 関 す る 一 般 的 な 相 談 も受 け 付 け て い る 。　
医 療 機 関 に か か る 時 は 、

［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

●○○○○○○○●○○○

○○○○○○○○●○○○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○●○○○○○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○○○○○○○

自 転 車 等 利 用者 の 安 全 を 確保 す る た め 、
1 8年 度 よ り 歩

道 整 備 事 業 に着 手 。 本 年 度か ら 一 部 歩 道工 事 と 、 残 る用 地 取 得 を 進め る 。　
一 級 河 川 女

沼 川 は 、 下 流部 の 堤 防 越 水や 上 流 域 の 市街 地 の 浸 水 被害 を 防 ぐ ため 、 河 川 改 修

事 業 を 進 め て い る 。 事 業 区間 は ５ ５ ０ ０ ｍ 区 間 で 、 うち 下 流 部 ３ ７ ０ ０ ｍ の 整 備を 先 行 し て 進 め て い る 。 本年 度 よ り 「 防 災 ・ 減 災 国 土強 靭 化 の た め の ５ ヶ 年 加 速化 対 策 」 を 活 用 し 、 先 行 整備 区 間 の 残 る １ ６ ０ ０ ｍ の整 備 を 進 め て い る 。　
一 級 河 川 向 堀 川 は 、 古 河

市 が 施 工 し て い る 「 古 河 駅東 部 区 画 整 理 事 業 」 と 連 携し 、 河 川 改 修 工 事 を 進 め てい る 。 残 る １ ５ ０ ｍ に つ いて 、 護 岸 工 事 等 改 修 工 事 を進 め 、 本 年 度 の 概 成 を 目 指す 。　
芽 吹 大 橋 は 、 坂 東 市 と 千

葉 県 野 田 市 を 結 ぶ 主 要 地 方道 つ く ば 野 田 線 の 、 利 根 川に 架 か る 重 要 な 橋 梁 。 災 害時 に お け る ラ イ フ ラ イ ン 機能 確 保 の た め 、 耐 震 化 を 進め て い る 。  今 年 度 も 橋 脚  （ Ｐ１ ） の コ ン ク リ ー ト 巻 立 てを 予 定 し て い る 。事 業 費

3 4億 円 ② ２ ０ ０ ６ 年

度 ～ ③

5 4％ ④ 道 路 改 良 舗 装

工 事 、 用 地 取 得　
■ 西 関 宿 栗 橋 線 歩 道 整 備

事 業 （ 五 霞 町 小 福 田 ） ＝ ①Ｌ ３ ２ ０ ｍ 、 歩 道 Ｗ ２ ・ ５ｍ 、 総 事 業 費 １ ・ ２ 億 円 ②２ ０ １ ８ 年 度 ～ ③

3 6％ ④ 用

地 取 得 、 歩 道 整 備 工 事　
■ 女 沼 川 河 川 改 修 事 業

（ 古 河 市 水 海 ～ 古 河 市 女 沼 ）＝ ① Ｌ ５ ５ ０ ０ ｍ 、 総 事 業費

5 6億 円 ② １ ９ ９ １ 年 度 ～

③

8 7％ ④ 伏 越 工 事 、 用 地 取

得　
■ 向 堀 川 河 川 改 修 事 業

（ 古 河 市 前 林 ～ 古 河 市 西 牛谷 ） ＝ ① Ｌ ８ ０ ０ ０ ｍ 、 総事 業 費

2 7億 円 ② １ ９ ７ ４ 年

度 ～ ③

9 0％ ④ 護 岸 工 事 等 河

川 改 修 工 事　
■ 芽 吹 大 橋 耐 震 補 強 事 業

（ つ く ば 野 田 線

　
坂 東 市 筵

打 ） ＝ ① Ｌ ５ ３ ５ ・ ９ ｍ 、総 事 業 費

1 0億 円 ② ２ ０ １ ８

年 度 ～ ③

1 9％ ④ 橋 脚 巻 立 工

事

待 さ れ て い る 。　
境 岩 井 バ イ パ ス は 、 圏 央

道 の ア ク セ ス 道 路 で 、 境 町市 街 地 部 の 交 通 渋 滞 の 緩 和に 寄 与 す る 。 延 長 は ６ ３ ００ ㎡ 。 ２ ０ ０ １ 年 度 か ら 整備 に 着 手 し 、 圏 央 道 境 古 河Ｉ Ｃ に 接 続 す る 主 要 地 方 道結 城 野 田 線 か ら 一 般 県 道 若境 線 ま で の ２ ０ ０ ０ ｍ 区 間を 優 先 整 備 区 間 と し て 、 暫

　
国 道 ３ ５ ４ 号 線 は 、 群 馬

県 高 崎 市 か ら 埼 玉 県 を 経 て鉾 田 市 に 至 る 、 県 南 西 部 地域 を 横 断 す る 重 要 な 広 域 幹線 道 路 。 管 内 で は 、  古 河 市 、境 町 、 坂 東 市 を 通 過 す る とと も に 、 沿 線 周 辺 に は 、 既存 の 工 業 団 地 の ほ か 、 新 たな 工 業 地 の 計 画 が 進 め ら れて い る 。 圏 央 道 と 連 携 し 、企 業 の 物 流 ル ー ト と し て 期

定 ２ 車 線 で 整 備 を 進 め て いる 。　
こ の う ち 、 県 道 結 城 野 田

線 か ら 境 町 道 ま で の ９ ４ ０ｍ 区 間 は 、 圏 央 道 の 開 通 に合 わ せ て

1 5年 ３ 月 に 供 用 。

さ ら に 、

2 0年 ７ 月 に は 境 町

蛇 池 か ら 境 町 山 崎 （ ふ れ あい の 里 ） ま で の 約 ８ ０ ０ ｍ区 間 が 供 用 さ れ た 。　
現 在 、 残 る ４ ５ ０ ０ ｍ 区

間 （ 町 道 １

－ ３ 号 線 か ら 現

道 の 国 道 ３ ５ ４ 号 線 ま で ）の 事 業 進 捗 を 図 る た め 、 用地 取 得 お よ び 道 路 工 事 を 進め て い る 。　
古 河 境 バ イ パ ス は 、 新 ４

号 国 道 と 主 要 地 方 道 結 城 野田 線 を 連 絡 す る 延 長 ３ ２ ００ ｍ の バ イ パ ス で あ り 、

1 8

年 度 よ り 事 業 に 着 手 し て いる 。 現 在 、 構 造 物 の 設 計 等を 進 め る と と も に 、 用 地 取得 も 進 め て い る 。　
国 道 １ ２ ５ 号 古 河 拡 幅 事

業 で は 、 古 河 市 街 地 の 慢 性的 な 交 通 渋 滞 の 緩 和 を 図る 。 ま た 、 事 業 区 間 の 一 部　
（ ■ 事 業 名 ＝ ① 全 体 計 画

② 事 業 年 度 ③ 進 捗 率 （ ２ ０２ ０ 年 度 末 ） ④ 本 年 度 事 業概 要 ）　
■ 国 道 ３ ５ ４ 号 境 岩 井 バ

で 古 河 市 が 施 工 し て い る「 古 河 駅 東 部 土 地 区 画 整 理事 業 」 と 連 携 し 、 道 路 整 備を 進 め て い る 。 現 在 は バ イパ ス 区 間 延 長 ７ ０ ０ ｍ の 道路 整 備 を 進 め て お り 、

2 2年

度 の 供 用 を 目 指 す 。 区 画 整理 関 連 区 間 延 長 ７ ０ ０ ｍ につ い て は 、 用 地 取 得 の た めの 測 量 を 進 め る 。　
主 要 地 方 道 結 城 坂 東 線 バ

イ パ ス 事 業 は 、 圏 央 道 の アク セ ス 道 路 と し て 、 坂 東 市市 街 地 の 交 通 渋 滞 緩 和 を 目的 に 、 整 備 を 進 め て い る 。延 長 は 約 ３ ０ ０ ０ ｍ 。

0 6年

度 か ら 整 備 に 着 手 し 、

1 7年

２ 月 ま で に １ １ ０ ０ ｍ を 供用 し て い る 。 残 る １ ９ ０ ０ｍ 区 間 に つ い て 、  用 地 取 得 、道 路 整 備 を 進 め る 。　
一 般 県 道 西 関 宿 栗 橋 線

は 、 新 ４ 号 国 道 へ の ア ク セス 道 路 で あ る た め 、 交 通 量が 多 い 。 小 福 田 地 区 は 歩 道が な い こ と か ら 、 歩 行 者 ・イ パ ス 整 備 事 業 （ 境 町 猿 山～ 坂 東 市 生 子 ） ＝ ① Ｌ ６ ３０ ０ ｍ 、 Ｗ

2 5ｍ （ ４ 車 線 ）  、

総 事 業 費 １ １ ０ 億 円 （ 暫 定２ 車 線 ） ② ２ ０ ０ １ 年 度 ～③

7 1％ ④ 用 地 取 得 、 道 路 改

良 工 事　
■ 国 道 ３ ５ ４ 号 古 河 境 バ

イ パ ス 整 備 事 業 （ 古 河 市 高野 ～ 境 町 猿 山 ） ＝ ① Ｌ ３ ２０ ０ ｍ 、 Ｗ

2 5ｍ （ ４ 車 線 ）  、

総 事 業 費

7 0億 円 （ 暫 定 ２ 車

線 ） ② ２ ０ １ ８ 年 度 ～ ③８ ％ ④ 用 地 取 得 、 設 計　
■ 国 道 １ ２ ５ 号 古 河 拡 幅

事 業 （ 古 河 市 西 牛 谷 ～ 三 杉町 ） ＝ ① Ｌ １ ４ ０ ０ ｍ 、 Ｗ
2 5ｍ （ ４ 車 線 ）  、 総 事 業 費3 6億 円 ② ２ ０ ０ ８ 年 度 ～ ③4 8％ ④ 道 路 改 良 舗 装 工 事 、

用 地 測 量　
■ 結 城 坂 東 線 バ イ パ ス 整

備 事 業 （ 坂 東 市 沓 掛 ～ 坂 東市 岩 井 ） ＝ ① Ｌ ３ ０ ０ ０ｍ 、 Ｗ

1 6ｍ （ ２ 車 線 ）  、 総

　
境 工 事 事 務 所 管 内 は 、 埼 玉 県 、 千 葉

県 、  栃 木 県 及 び 群 馬 県 に 隣 接 し て お り 、管 内 の ほ ぼ 中 央 を 東 西 に 圏 央 道 が 横 断す る ほ か 、 国 道 ４ 号 、 国 道 １ ２ ５ 号 など の 幹 線 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク が 県 内 外 を結 ぶ 広 域 交 通 拠 点 と な っ て い ま す 。　
一 方 、  全 域 が 利 根 川 水 系 流 域 で あ り 、

飯 沼 川 な ど

1 2の １ 級 河 川 を 管 理 し て い

ま す 。　
こ の よ う な な か 、 圏 央 道 の 四 車 線 化

事 業 が 進 め ら れ て お り 、 Ⅰ Ｃ 周 辺 を 中心 と し た 産 業 団 地 等 の 立 地 や そ れ に 伴う 道 路 交 通 量 の 増 加 が 見 込 ま れ る こ と

か ら 、 渋 滞 緩 和 や 圏 央 道 な ど へ の ア クセ ス 強 化 を 目 的 に 、 国 道 ３ ５ ４ 号 の バイ パ ス 及 び 主 要 地 方 道 結 城 坂 東 線 の バイ パ ス な ど の 整 備 を 重 点 的 に 進 め て いま す 。　
ま た 、 古 河 駅 東 部 区 画 整 理 事 業 と 連

携 し た 向 掘 川 や 、 下 流 部 の 堤 防 越 水 や上 流 域 の 市 街 地 の 浸 水 被 害 を 防 ぐ ため 、 女 沼 川 な ど の 河 川 改 修 事 業 に も 重点 的 に 取 り 組 ん で お り ま す 。　
今 後 と も 、 益 々 高 ま る 地 域 住 民 の 期

待 に 応 え ら れ る よ う 、 効 率 的 か つ 効 果的 に 事 業 を 進 め て ま い り ま す 。

県 境 工 事

女 沼 川 の 河 川 改 修 推 進

国 道

3 5 4号
バ イパ ス

等 重 点 整 備

事 業 概 要

県 境 工 事 事 務 所
所 長

 野
の

島 じま

　
泰 やす

久 ひさ

 氏

　
県 境 工 事 事 務 所 は 、 幹 線 道 路 や 河 川 改 修 事 業 、 橋 梁 耐 震 補 強 事 業 な ど に 取 り

組 ん で い る 。 国 道 ３ ５ ４ 号 境 岩 井 バ イ パ ス は 、 現 在 ４ ・ ５ ㎞ を 整 備 中 。 国 道 ３５ ４ 号 古 河 境 バ イ パ ス は 、 ３ ・ ２ ㎞ 区 間 の 用 地 取 得 に 着 手 し て い る 。 結 城 坂 東線 バ イ パ ス は 、 １ ・ ９ ㎞ で の 整 備 を 進 め る 。 河 川 事 業 で は 女 沼 川 、 向 堀 川 の 掘削 、 築 堤 、 護 岸 な ど 、 河 川 改 修 を 実 施 し て い る 。 橋 梁 の 耐 震 補 強 事 業 で は 、 芽吹 大 橋 の 耐 震 補 強 工 事 を 進 め て い る 。

地 域 の 診 療 所 等
（ 診 療 ・ 検 査 医 療 機 関 ）

受 診 ・ 相 談 セ ン タ ー

か か り つ け 医 が
な い 場 合 な ど

案 内

直 接 電 話 予 約 の 上 、 相 談 ・ 受 診

発 熱 患 者 等 に 対 応 で き な い
医 療 機 関

案 内
受 診 ・ 相 談 セ ン タ ー

【 県 民 の 皆 様 へ 】

 受 診 前 に 必 ず 電 話 相 談 し 、 通 院

時 間 を 決 定 し て く だ さ い 。

 通 院 時 間 を 厳 守 し 、 マ ス ク を 着

用 し て く だ さ い 。

【 茨 城 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感
染 症 受 診 ・ 相 談 セ ン タ ー 】

８ 時 半 ～ 2 2 時
（ 土 日 ・ 祝 祭 日 を 含 む ）
電 話 0 2 9 － 3 0 1 － 3 2 0 0

（ 提 供 ： 茨 城 県 ）

新 型 コ ロ ナ新 型 コ ロ ナ

対 処 法対 処 法

東 海 村 補 正 案

学 校 防 災 設 備 を 修 繕
石

　 　

神

コ ミ セ ン

駐 車 場 用 地 に

3 4 7万 円

コ ロ ナ 前 か ら 高 止 ま り 状 態

「 建 設 」6 2 ％ 超 が 人 手 不 足

《 帝 国 デ ー タ バ ン ク 》

前 川 の 真 菰 橋 架 け 替 え
来 年 度 に 橋 台 １ 基

県 潮 来 土 木

市 道 3 3 0 4 号 線 拡 幅

順 調 な 　
　 ら 2 3 年 度 工 事

－ 守 谷 市 －

入 札 資 格 の 追 加 申 請1 0月 １ 日 か ら 受 付

つ く ば 市

5 0橋 の 定 期 点 検
国 際 航 業 が 実 施

か す み が う ら 市

防 護 柵 を 設 置
1 1月 頃

に
　

　
も 発 注

《 八 千 代 町 》

発 熱 時 な ど 受 診 に 対 応

も し 万 が 一 の 備 え に

芽 吹 大 橋 を 耐 震 補 強

今 年 度 の 主 要 事 業 概 要


